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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年6月4日(2009.6.4)

【公開番号】特開2006-313542(P2006-313542A)
【公開日】平成18年11月16日(2006.11.16)
【年通号数】公開・登録公報2006-045
【出願番号】特願2006-116171(P2006-116171)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/01    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月17日(2009.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザデバイスあるいは汎用デバイスでユーザインタフェースを介して為されるイベン
トを動的に経路付ける動的経路付け方法であって、
　認証手段が、
　使用されている物理キーに関する情報を動的に受信することによる前記物理キーの存在
の確認とともに、前記物理キーに関する情報と前記物理キーに対応付けられる汎用デバイ
スの機能情報を記憶した記憶手段を用いて、前記物理キーに対応付けられた汎用デバイス
の機能情報を決定し、
　使用されているユーザデバイスに関する情報を取得し、前記ユーザデバイスの機能情報
をさらに記憶する前記記憶手段を用いて、前記ユーザデバイスの機能情報を決定し、
　方向付け手段が、
　前記汎用デバイスおよび前記ユーザデバイスの機能情報に基づいて、前記汎用デバイス
で為されるユーザインターフェースイベントと前記ユーザデバイスで為されるユーザイン
ターフェースイベントとの対応関係を決定し、
　前記ユーザデバイスで為されたユーザインターフェースイベントを受信し、前記対応関
係に基づいて前記ユーザデバイスで為されたユーザインターフェースイベントに対応する
前記汎用デバイスで為されるユーザインターフェースイベントを決定するとともに、第一
認証手段による前記物理キーの存在の確認状態に応じて決定された処理の実行を行うよう
に、前記ユーザデバイスにおけるユーザインターフェースイベントを経路付ける、
　動的経路付け方法。
【請求項２】
　さらに、
　前記ユーザデバイスの機能および前記汎用デバイスの機能の少なくとも一に基づいて、
前記ユーザインターフェースイベントを変換する、
　請求項１に記載の動的経路付け方法。
【請求項３】
　前記物理キーが、コンタクトコネクタおよびコンタクトレスコネクタの少なくとも一を
含む、請求項１に記載の動的経路付け方法。
【請求項４】
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　前記ユーザデバイスが、音声デバイス、視覚デバイスおよび触覚デバイスの少なくとも
一である、請求項１に記載の動的経路付け方法。
【請求項５】
　前記ユーザデバイスが、固定電話機、ＶｏＩＰ電話機、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、（ネットワーク）接続ホームコントロールパネル
、通信機能付腕時計、通信機能付ミュージックプレイヤー、音声用無線送信機、通信機能
付デジタルカメラ、通信機能付ビデオカメラ、通信可能パーソナルミュージックプレイヤ
ーおよび通信可能パーソナルビデオプレイヤーの少なくとも一である、請求項１に記載の
動的経路付け方法。
【請求項６】
　前記汎用デバイスが、音声デバイス、視覚デバイスおよび触覚デバイスの少なくとも一
である、請求項１に記載の動的経路付け方法。
【請求項７】
　変換が、ウェブサービス、ＲＰＣ（ｒｅｍｏｔｅ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｃａｌｌｓ）
、ＲＭＩ（ｒｅｍｏｔｅ　ｍｅｔｈｏｄ　ｉｎｖｏｃａｔｉｏｎｓ）および表検索の少な
くとも一による、請求項２に記載の動的経路付け方法。
【請求項８】
　前記変換により、一以上のユーザインターフェースイベントを第一ユーザインターフェ
ースモードから第二ユーザインターフェースモードへ変更する、請求項７に記載の動的経
路付け方法。
【請求項９】
　ユーザデバイスあるいは汎用デバイスでユーザインタフェースを介して為されるイベン
トを動的に経路付ける動的経路付けシステムであって、
　該システムは、
　ユーザと、ユーザデバイスおよび少なくとも一の汎用デバイスの機能情報と、を決定す
るプロセッサと、
　少なくとも一の前記汎用デバイスに関連付けされた物理キーと、
　前記物理キーに関する情報と前記物理キーに対応付けられる汎用デバイスの機能情報、
及びユーザデバイスの機能情報を記憶した記憶手段と、
　を備え、
　前記プロセッサは、
　使用されている物理キーに関する情報を動的に受信することによる前記物理キーの存在
の確認とともに、前記記憶手段に記憶された前記汎用デバイスの機能情報を用いて、前記
物理キーに対応付けられた汎用デバイスの機能情報を決定し、使用されているユーザデバ
イスに関する情報を取得し、前記記憶手段に記憶された前記ユーザデバイスの機能情報を
用いて、前記使用されているユーザデバイスの機能情報を決定する認証手段と、
　前記汎用デバイスおよび前記ユーザデバイスの機能情報に基づいて、前記汎用デバイス
で為されるユーザインターフェースイベントと前記ユーザデバイスで為されるユーザイン
ターフェースイベントとの対応関係を決定し、前記ユーザデバイスで為されたユーザイン
ターフェースイベントを受信し、前記対応関係に基づいて前記ユーザデバイスで為された
ユーザインターフェースイベントに対応する前記汎用デバイスで為されるユーザインター
フェースイベントを決定するとともに、第一認証手段による前記物理キーの存在の確認状
態に応じて決定された処理の実行を行うように、前記ユーザデバイスにおけるユーザイン
ターフェースイベントを経路付ける方向付け手段と、
　を備える、
　動的経路付けシステム。
【請求項１０】
　前記プロセッサが、
　前記ユーザデバイスの機能および前記汎用デバイスの機能の少なくとも一に基づいて、
前記ユーザインターフェースイベントを変換する変換手段、
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　をさらに備える請求項９に記載の動的経路付けシステム。
【請求項１１】
　前記物理キーが、コンタクトコネクタおよびコンタクトレスコネクタの少なくとも一を
含む、請求項９に記載の動的経路付けシステム。
【請求項１２】
　前記ユーザデバイスが音声デバイス、視覚デバイスおよび触覚デバイスの少なくとも一
である、請求項９に記載の動的経路付けシステム。
【請求項１３】
　前記ユーザデバイスが、固定電話機、ＶｏＩＰ電話機、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、（ネットワーク）接続ホームコントロールパネル
、通信機能付腕時計、通信機能付ミュージックプレイヤー、音声用無線送信機、通信機能
付デジタルカメラ、通信機能付ビデオカメラ、通信可能パーソナルミュージックプレイヤ
ーおよび通信可能パーソナルビデオプレイヤーの少なくとも一である、請求項９に記載の
動的経路付けシステム。
【請求項１４】
　前記汎用デバイスが、音声デバイス、視覚デバイスおよび触覚デバイスの少なくとも一
である、請求項９に記載の動的経路付けシステム。
【請求項１５】
　変換が、ウェブサービス、ＲＰＣ（ｒｅｍｏｔｅ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｃａｌｌｓ）
、ＲＭＩ（ｒｅｍｏｔｅ　ｍｅｔｈｏｄ　ｉｎｖｏｃａｔｉｏｎｓ）および表検索の少な
くとも一による、請求項１０に記載の動的経路付けシステム。
【請求項１６】
　前記変換により、第一ユーザインターフェースモードから第二ユーザインターフェース
モードへ、一以上のユーザインターフェースイベントを変更する、請求項１５に記載の動
的経路付けシステム。
【請求項１７】
　ユーザインターフェースモードが、音声、視覚、触覚、嗅覚および味覚の少なくとも一
である、請求項１６に記載の動的経路付けシステム。
【請求項１８】
　前記第一ユーザインターフェースモードが前記第二ユーザインターフェースモードとは
異なる、請求項１６に記載の動的経路付けシステム。
【請求項１９】
　ユーザデバイスあるいは汎用デバイスでユーザインタフェースを介して為されるイベン
トを動的に経路付けるように、コンピュータを制御する制御プログラムであって、
　物理キーに関する情報と当該物理キーに対応付けられる汎用デバイスの機能情報を記憶
した記憶手段を用いて、動的に受信される、使用されている物理キーに関する情報から前
記物理キーに対応付けられた汎用デバイスの機能情報を決定する命令と、
　使用されているユーザデバイスに関する情報を取得し、前記ユーザデバイスの機能情報
をさらに記憶する前記記憶手段を用いて、前記ユーザデバイスの機能情報を決定する命令
と、
　前記汎用デバイスおよび前記ユーザデバイスの機能情報に基づいて、前記汎用デバイス
で為されるユーザインターフェースイベントと前記ユーザデバイスで為されるユーザイン
ターフェースイベントとの対応関係を決定する命令と、
　前記ユーザデバイスで為されたユーザインターフェースイベントを受信し、前記対応関
係に基づいて前記ユーザデバイスで為されたユーザインターフェースイベントに対応する
前記汎用デバイスで為されるユーザインターフェースイベントを決定するとともに、第一
認証手段による前記物理キーの存在の確認状態に応じて決定された処理の実行を行うよう
に、前記ユーザデバイスにおけるユーザインターフェースイベントを経路付ける命令と、
、
　を含む制御プログラム。
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【請求項２０】
　前記ユーザインターフェースイベントの経路付けが、さらに、少なくとも一の物理キー
に基づく、ユーザ、少なくとも一のユーザデバイス、少なくとも一の汎用デバイス、の間
の動的関連付けに基づいている、請求項１に記載の動的経路付け方法。
【請求項２１】
　前記ユーザインターフェースイベントの経路付けが、さらに、少なくとも一の物理キー
に基づく、ユーザ、少なくとも一のユーザデバイス、少なくとも一の汎用デバイス、の間
の動的関連付けに基づいている、請求項９に記載の動的経路付けシステム。
【請求項２２】
　請求項１の動的経路付け方法又は請求項６の動的経路付けシステムで使用可能な物理キ
ーであって、
　前記物理キーと少なくとも一のユーザデバイスとの間の予め特定されている関連付けを
リトリーブするための識別子と、
　汎用デバイスとの動的関連付けを通信するためのコネクタと、
　を備え、
　提案された前記動的関連付けが、前記物理キーと汎用デバイスの少なくとも一に関連付
けされる通信チャネルを介して伝達される、
　物理キー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の第１の態様は、ユーザデバイスあるいは汎用デバイスでユーザインタフェース
を介して為されるイベントを動的に経路付ける動的経路付け方法であって、認証手段が、
使用されている物理キーに関する情報を動的に受信することによる前記物理キーの存在の
確認とともに、前記物理キーに関する情報と前記物理キーに対応付けられる汎用デバイス
の機能情報を記憶した記憶手段を用いて、前記物理キーに対応付けられた汎用デバイスの
機能情報を決定し、使用されているユーザデバイスに関する情報を取得し、前記ユーザデ
バイスの機能情報をさらに記憶する前記記憶手段を用いて、前記ユーザデバイスの機能情
報を決定し、方向付け手段が、前記汎用デバイスおよび前記ユーザデバイスの機能情報に
基づいて、前記汎用デバイスで為されるユーザインターフェースイベントと前記ユーザデ
バイスで為されるユーザインターフェースイベントとの対応関係を決定し、前記ユーザデ
バイスで為されたユーザインターフェースイベントを受信し、前記対応関係に基づいて前
記ユーザデバイスで為されたユーザインターフェースイベントに対応する前記汎用デバイ
スで為されるユーザインターフェースイベントを決定するとともに、第一認証手段による
前記物理キーの存在の確認状態に応じて決定された処理の実行を行うように、前記ユーザ
デバイスにおけるユーザインターフェースイベントを経路付ける。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】



(5) JP 2006-313542 A5 2009.6.4

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の第４の態様は、第１の態様の動的経路付け方法であって、前記ユーザデバイス
が、音声デバイス、視覚デバイスおよび触覚デバイスの少なくとも一である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の第５の態様は、第１の態様の動的経路付け方法であって、前記ユーザデバイス
が、固定電話機、ＶｏＩＰ電話機、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓ
ｉｓｔａｎｔ）、（ネットワーク）接続ホームコントロールパネル、通信機能付腕時計、
通信機能付ミュージックプレイヤー、音声用無線送信機、通信機能付デジタルカメラ、通
信機能付ビデオカメラ、通信可能パーソナルミュージックプレイヤーおよび通信可能パー
ソナルビデオプレイヤーの少なくとも一である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の第６の態様は、第１の態様の動的経路付け方法であって、前記汎用デバイスが
、音声デバイス、視覚デバイスおよび触覚デバイスの少なくとも一である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の第７の態様は、第２の態様の動的経路付け方法であって、変換が、ウェブサー
ビス、ＲＰＣ（ｒｅｍｏｔｅ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｃａｌｌｓ）、ＲＭＩ（ｒｅｍｏｔ
ｅ　ｍｅｔｈｏｄ　ｉｎｖｏｃａｔｉｏｎｓ）および表検索の少なくとも一による。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の第８の態様は、第７の態様の動的経路付け方法であって、前記変換により
、一以上のユーザインターフェースイベントを第一ユーザインターフェースモードから第
二ユーザインターフェースモードへ変更する。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本発明の第９の態様は、ユーザインターフェースイベントを動的に経路付けるシステム
であって、ユーザと、ユーザデバイスおよび少なくとも一の汎用デバイスの機能情報と、
を決定するプロセッサと、少なくとも一の前記汎用デバイスに関連付けされた物理キーと
、を備え、前記プロセッサが、前記物理キーに基づいて、前記ユーザに関連付けられてい
るユーザインターフェースイベントを伝達するために、前記汎用デバイスの第一認証を決
定し、前記ユーザデバイスに基づいて、前記汎用デバイスの第二認証を決定し、前記物理
キーに基づいて、前記ユーザデバイスおよび汎用デバイスの識別されたユーザインターフ
ェースイベントを経路付ける。
【手続補正１９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の第９の別な態様は、ユーザデバイスあるいは汎用デバイスでユーザインタフェ
ースを介して為されるイベントを動的に経路付ける動的経路付けシステムであって、該シ
ステムは、ユーザと、ユーザデバイスおよび少なくとも一の汎用デバイスの機能情報と、
を決定するプロセッサと、少なくとも一の前記汎用デバイスに関連付けされた物理キーと
、前記物理キーに関する情報と前記物理キーに対応付けられる汎用デバイスの機能情報、
及びユーザデバイスの機能情報を記憶した記憶手段と、を備え、前記プロセッサは、使用
されている物理キーに関する情報を動的に受信することによる前記物理キーの存在の確認
とともに、前記記憶手段に記憶された前記汎用デバイスの機能情報を用いて、前記物理キ
ーに対応付けられた汎用デバイスの機能情報を決定し、使用されているユーザデバイスに
関する情報を取得し、前記記憶手段に記憶された前記ユーザデバイスの機能情報を用いて
、前記使用されているユーザデバイスの機能情報を決定する認証手段と、前記汎用デバイ
スおよび前記ユーザデバイスの機能情報に基づいて、前記汎用デバイスで為されるユーザ
インターフェースイベントと前記ユーザデバイスで為されるユーザインターフェースイベ
ントとの対応関係を決定し、前記ユーザデバイスで為されたユーザインターフェースイベ
ントを受信し、前記対応関係に基づいて前記ユーザデバイスで為されたユーザインターフ
ェースイベントに対応する前記汎用デバイスで為されるユーザインターフェースイベント
を決定するとともに、第一認証手段による前記物理キーの存在の確認状態に応じて決定さ
れた処理の実行を行うように、前記ユーザデバイスにおけるユーザインターフェースイベ
ントを経路付ける方向付け手段と、を備える。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明の第１０の態様は、第９の態様の動的経路付けシステムであって、前記プロセッ
サが、前記ユーザデバイスの機能および前記汎用デバイスの機能の少なくとも一に基づい
て、前記ユーザインターフェースイベントを変換する。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の第１０の態様の別の態様は、第９の態様の別の態様の動的経路付けシステムで
あって、前記プロセッサが、前記ユーザデバイスの機能および前記汎用デバイスの機能の
少なくとも一に基づいて、前記ユーザインターフェースイベントを変換する変換手段、を
さらに備える、動的経路付けシステムであってよい。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　認証手段、方向付け手段、変換手段は、プロセッサによって制御されるハードウェアで
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あってもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアであってもよい。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　本発明の第１１の態様は、第９の態様の動的経路付けシステムであって、前記物理キー
が、コンタクトコネクタおよびコンタクトレスコネクタの少なくとも一を含む。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本発明の第１２の態様は、第９の態様の動的経路付けシステムであって、前記ユーザデ
バイスが音声デバイス、視覚デバイスおよび触覚デバイスの少なくとも一である。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　本発明の第１３の態様は、第９の態様の動的経路付けシステムであって、前記ユーザデ
バイスが、固定電話機、ＶｏＩＰ電話機、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
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Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、（ネットワーク）接続ホームコントロールパネル、通信機能付
腕時計、通信機能付ミュージックプレイヤー、音声用無線送信機、通信機能付デジタルカ
メラ、通信機能付ビデオカメラ、通信可能パーソナルミュージックプレイヤーおよび通信
可能パーソナルビデオプレイヤーの少なくとも一である。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　本発明の第１４の態様は、第９の態様の動的経路付けシステムであって、前記汎用デバ
イスが、音声デバイス、視覚デバイスおよび触覚デバイスの少なくとも一である。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　本発明の第１５の態様は、第１０の態様の動的経路付けシステムであって、変換が、ウ
ェブサービス、ＲＰＣ（ｒｅｍｏｔｅ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｃａｌｌｓ）、ＲＭＩ（ｒ
ｅｍｏｔｅ　ｍｅｔｈｏｄ　ｉｎｖｏｃａｔｉｏｎｓ）および表検索の少なくとも一によ
る。
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　本発明の第１６の態様は、第１５の態様の動的経路付けシステムであって、前記変換に
より、第一ユーザインターフェースモードから第二ユーザインターフェースモードへ、一
以上のユーザインターフェースイベントを変更する。
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４２】
　本発明の第１７の態様は、第１６の態様の動的経路付けシステムであって、ユーザイン
ターフェースモードが、音声、視覚、触覚、嗅覚および味覚の少なくとも一である。
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　本発明の第１８の態様は、第１６の態様の動的経路付けシステムであって、前記第一ユ
ーザインターフェースモードが前記第二ユーザインターフェースモードとは異なる。
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　本発明の第１９の態様は、ユーザデバイスあるいは汎用デバイスでユーザインタフェー
スを介して為されるイベントを動的に経路付けるように、コンピュータを制御する制御プ
ログラムであって、物理キーに関する情報と当該物理キーに対応付けられる汎用デバイス
の機能情報を記憶した記憶手段を用いて、動的に受信される、使用されている物理キーに
関する情報から前記物理キーに対応付けられた汎用デバイスの機能情報を決定する命令と
、使用されているユーザデバイスに関する情報を取得し、前記ユーザデバイスの機能情報
をさらに記憶する前記記憶手段を用いて、前記ユーザデバイスの機能情報を決定する命令
と、前記汎用デバイスおよび前記ユーザデバイスの機能情報に基づいて、前記汎用デバイ
スで為されるユーザインターフェースイベントと前記ユーザデバイスで為されるユーザイ
ンターフェースイベントとの対応関係を決定する命令と、前記ユーザデバイスで為された
ユーザインターフェースイベントを受信し、前記対応関係に基づいて前記ユーザデバイス
で為されたユーザインターフェースイベントに対応する前記汎用デバイスで為されるユー
ザインターフェースイベントを決定するとともに、第一認証手段による前記物理キーの存
在の確認状態に応じて決定された処理の実行を行うように、前記ユーザデバイスにおける
ユーザインターフェースイベントを経路付ける命令と、を含む。
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　本発明の第２０の態様は、第１の態様の動的経路付け方法であって、前記ユーザインタ
ーフェースイベントの経路付けが、さらに、少なくとも一の物理キーに基づく、ユーザ、
少なくとも一のユーザデバイス、少なくとも一の汎用デバイス、の間の動的関連付けに基
づいている。
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　本発明の第２１の態様は、第９の態様の動的経路付けシステムであって、前記ユーザイ
ンターフェースイベントの経路付けが、さらに、少なくとも一の物理キーに基づく、ユー
ザ、少なくとも一のユーザデバイス、少なくとも一の汎用デバイス、の間の動的関連付け
に基づいている。
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　本発明の第２２の態様は、データシステムで使用可能な物理キーであって、請求項１の
動的経路付け方法又は請求項６の動的経路付けシステムで使用可能な物理キーであって、
　前記物理キーと少なくとも一のユーザデバイスとの間の予め特定されている関連付けを
リトリーブするための識別子と、汎用デバイスとの動的関連付けを通信するためのコネク
タと、を備え、提案された前記動的関連付けが、前記物理キーと汎用デバイスの少なくと
も一に関連付けされる通信チャネルを介して伝達される。
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